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新年のご挨拶

皆様、新年あけましておめでとうございます。

令和3年12月より看護部長に就任しております上原です。

よろしくお願いいたします。

昨年を振り返りますと、令和2年から続くコロナウイルスの感染

対策に追われた日々でした。コロナ禍4年目の本年もコロナウイル

スによる影響が懸念されますが、日常業務が滞ることがないよう対

応したいと思います。

今年は卯年です。卯は穏やかで温厚な性質であることから「家内

安全」、跳躍する姿から「飛躍・向上」を象徴するとされています。

そんな卯にあやかり、患者さまには穏やかな気持ちで接することを

心がけ、快復への一助となれますように、また、当院看護部の理念

でもある「信頼される心のこもった看護」を実践できるように、職

員一同更なる知識と技術の向上に努めてまいります。

今年も関係機関の皆様、地域の皆様のご協力のもと、より一層の

社会貢献ができますよう努力したいと思いますので、どうぞよろし

くお願いいたします。



「知って長生き認知症」 ～予防と周囲のかかわり方～

認知症をテーマに市民公開講座を開催いたしました。ちなみに前

回は令和元年11月に開催しましたが、以降はコロナウイルスの感

染拡大のため、中断したままの状態でした。

NEWS LETTER Vol.4でもご案内しましたが、認知症でお困り

の方に、当院の外来や入院治療でのサポートを行っていくにあたり、

改めて認知症の予防、治療、そして周囲の関わり方をご紹介する講

座でした。

近隣住民の皆様に「役に立ちたい」「頼りにされる病院でありた

い」という思いを込めてご案内をしたところ、想定以上の方々にご

参加いただき、会議室と第2会場の作業療法室をオンラインで結ん

で行ないました。



講座内容についての質問もたくさんいただき、地域の皆さまの認

知症に対する関心の高さがうかがえたと同時に、高齢化に伴う認知

症への予防と対策については、地域と医療・福祉が協力して包括的

に取り組むべき課題であることも再確認できたように思います。

この度の市民公開講座は、130名の方にご参加いただくことがで

きました。また、テーマを変えて毎年開催したいと思いますので今

後ともよろしくお願いいたします。

ものわすれ外来に

主人と来たいと

思いました

母の認知症状で

どういう機関に受診できるか

迷っていたのですが

病院の内容や設備も知れて

参加できて良かったです

地域に密着したテーマで

定期的に続けてほしい

運動や食事、人との会話などが

大事だということが分かりました

毎日頑張りたいと思います！

垂水病院のイメージが

変わった

自分のことで参考になり

心強いです

アンケートを

一部ご紹介します
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令和４年度 アルコール・薬物・ギャンブル依存症治療拠点機関研修

垂水病院 依存症勉強会のご案内

『どう向き合う？アルコール依存 ～ 介入の勘ドコロ～』

講師 垂水病院 医師 長妻渉

No.1 13：30～14：40

令和５年 ２月１１日（土･祝）

『薬物依存症について』

講師 垂水病院 医師 中作真輔

No.2 14：50～16：00

『ギャンブル障害回復プログラムを通した支援』

講師 神戸女学院大学 非常勤講師 中村寛子

No.3 16：10～17：00

ZOOM研修
参加費無料

【申込方法】メール、またはQRコードにてお申込みください。
メール psw@tarumi-hospital.jp

【ID・パスワード】お送りいただいたメールアドレスに研修URL及びID・パスワード
を研修1週間前をめどにお知らせします。資料は当日チャットにて配布します。
【定員】80名（先着順） 【申込締切】令和5年1月31日（火）
【お問い合わせ先】垂水病院 医務課 谷・小橋 TEL 078-994-1151

医療従事者、行政、福祉サービス事業所の支援者の方々を対象に依存症治療の専門
性の向上を目的とし、オンラインにて研修会を実施いたします。
この研修会が依存症の早期発見、早期支援・治療につながれば幸いです。
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